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１
．
令
和
５
年
度
事
業
計
画

２
．
果
実
事
業
の
進
捗
状
況

■
生
産
販
売
状
況

　

本
県
の
令
和
5
年
産
果
実
の
生
産
は
、
春

先
の
凍
霜
害
に
よ
り
リ
ン
ゴ
、
モ
モ
、
ナ
シ

を
中
心
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
着
果
不
良

や
そ
の
後
の
品
質
低
下
を
ま
ね
き
ま
し
た
。

ま
た
、
一
部
地
域
で
は
雹
害
に
よ
る
被
害
も

発
生
し
ま
し
た
。
全
国
的
に
は
夏
場
の
記
録

的
な
高
温
・
干
ば
つ
に
よ
り
果
実
栽
培
に
大

き
な
影
響
が
あ
り
、
本
県
に
お
い
て
も
ブ
ド

ウ
を
除
く
品
目
に
お
い
て
は
当
初
計
画
と
比

べ
数
量
減
の
見
通
し
と
な
る
な
か
、
事
前
情

報
の
強
化
に
よ
る
売
場
確
保
対
策
、
店
頭
で

の
消
費
宣
伝
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

本
年
の
販
売
の
特
徴
と
し
て
、
引
き
合
い

の
強
い
状
態
が
続
い
た
点
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
当
初
、
全
国
的
に
は
露
地
の
果
実
は
数

量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
見
通
し
で
し
た
が
、

夏
場
の
長
期
的
な
高
温
・
干
ば
つ
に
よ
る
品

質
低
下
、
ロ
ス
の
発
生
に
よ
り
、
夏
場
以
降

の
リ
ン
ゴ
を
中
心
と
し
た
果
実
に
お
い
て
特

に
数
量
の
減
少
が
激
し
く
、
売
り
場
へ
の
供

給
が
不
足
し
た
た
め
で
す
。
ま
た
、
晴
天
の

暑
い
日
が
続
い
た
こ
と
で
、
ス
イ
カ
、
ナ
シ

等
の
販
売
が
堅
調
で
あ
り
、
秋
以
降
も
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
中
心
に
ブ
ド
ウ
が
売
り

場
の
メ
イ
ン
商
材
に
な
る
こ
と
で
、
総
体
的

に
は
安
定
し
た
販
売
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

傾
向
が
年
内
は
継
続
し
て
い
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

■
果
実
の
重
点
推
進
事
項

⑴�

リ
ン
ゴ
フ
ェ
ザ
ー
苗
の
安
定
供
給
に
よ
る

高
密
植
わ
い
化
栽
培
の
普
及

　

主
力
品
種
を
中
心
に
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
振
興
品
種
へ
の
転
換
を
図
り
、
国
の
支

援
事
業
も
活
用
し
な
が
ら
高
密
植
わ
い
化
栽

培
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

（単位：千円）
大品目 ５年度計画 ４年度計画 ４年度実績 計画対比 実績対比

リンゴ 10,000,000 10,000,000 10,179,994 100％ 98％

ナシ 2,500,000 2,400,000 2,485,320 104％ 101％

モモ 3,000,000 3,000,000 3,147,923 100％  95％

ブドウ 18,400,000 18,020,000 17,482,208 102％ 105％

果実的野菜 2,000,000 2,000,000 2,550,916 100％  79％

特産果実 3,350,000 3,350,000 4,130,905 100％  81％

加工果実 500,000 500,000 484,341 100％ 103％

果樹苗木 250,000 250,000 251,594 100％  99％

果実合計 40,000,000 39,520,000 40,713,201 101％  98％

花き 3,463,000 3,463,000 3,869,884 100％ 89％

球根切花 2,095,500 2,082,500 2,330,210 101％ 90％

鉢物 1,500 1,500 2,117 100％ 71％

花購買 260,000 250,000 234,415 104％ 111％

花き合計 5,820,000 5,777,000 6,436,625 101％ 90％

合計 45,820,000 45,297,000 47,149,826 101％ 97％

高密植わい化栽培圃場

生
産
販
売
部 

果
実
花
き
課
の
取
組
み

果実花き課
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ま
た
、
フ
ェ
ザ
ー
苗
に
必
要
な
Ｍ
９
台
木

の
安
定
生
産
や
、
フ
ェ
ザ
ー
苗
の
事
前
の
受

注
生
産
体
制
を
さ
ら
に
整
え
、
令
和
６
年
春

定
植
分
と
し
て
は
、
県
全
体
で
約
9
万
本
の

供
給
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

⑵
集
荷
対
策
の
実
施

　

今
年
は
気
象
の
影
響
に
よ
り
、
特
に
リ
ン

ゴ
の
サ
ビ
果
や
斜
形
果
、
着
色
不
良
果
等
の

発
生
が
多
い
な
か
、
専
用
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
手
提
げ
袋
を
作
成
し
、
下
位
等
級
品
の
優

位
販
売
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
に
系
統
集
荷
率
が
低
く
な
る
晩

生
種
の
時
期
に
は
、
継
続
的
に
実
施
し
て
い

る
集
荷
対
策
チ
ラ
シ
の
配
布
に
加
え
、
今
年

は
新
た
に
S
B
C
ラ
ジ
オ
で
の
集
荷
呼
び
か

け
放
送
を
11
月
8
日
～
21
日
に
計
22
回
放
送

し
ま
し
た
。

　

ブ
ド
ウ
に
お
い
て
も
、
増
え
続
け
る
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
荷
造
り
省
力
化
対
策
と

し
て
、
P
F
C
長
野
㈱
向
け
に
簡
易
荷
造
り

に
よ
る
集
荷
を
行
い
、
年
末
年
始
需
要
に
向

け
た
粒
パ
ッ
ク
少
量
規
格
で
の
試
験
的
な
販

売
を
行
い
ま
す
。

⑶�

“
ぶ
ど
う
三
姉
妹
®

”“
り
ん
ご
三
兄
弟
®

”

の
ブ
ラ
ン
ド
展
開

　

本
格
デ
ビ
ュ
ー
２
年
目
と
な
る
ク
イ
ー
ン

ル
ー
ジ
ュ
®

は
、
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て

の
標
準
出
荷
規
格
を
作
成
し
、
継
続
的
な
規

格
検
討
会
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の

ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
®

と
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
合
わ
せ
た
「
ぶ
ど

う
三
姉
妹
®

」
の
ブ
ラ
ン
ド
P
R
と
し
て
9

月
4
日
㈪
に
大
田
市
場
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
、「
り
ん
ご
三
兄
弟
®

」
の
P
R
と
し
て

10
月
20
日
㈮
に
長
野
県
庁
で
の
ニ
ッ
ポ
ン

エ
ー
ル
商
品
の
お
披
露
目
会
が
、
阿
部
知
事
、

神
農
会
長
ご
出
席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
（
本
誌
8
ペ
ー
ジ
参
照
）。
そ
の
他

に
も
、
ス
イ
ー
ツ
・
カ
フ
ェ
関
係
の
飲
食
店

で
も
積
極
的
な
コ
ラ
ボ
企
画（
＝
表
紙
右
下
）

を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
齢
問
わ
ず
幅
広
い
層
か
ら
親
し

み
を
持
っ
て
も
ら
え
、
か
つ
リ
ン
ゴ
と
ブ
ド

ウ
が
一
体
と
な
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
展
開
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
制
作
し
ま
し
た
。
今
後
は
ノ
ベ

ル
テ
ィ
で
の
活
用
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
や

S
N
S
等
と
連
動
し
た
展
開
も
企
画
し
ま
す
。

フェザー苗養成作業

シャインマスカットの簡易荷造り

クイーンルージュⓇ規格検討会

ぶどう三姉妹Ⓡトップセールス

リンゴの専用
手提げ袋

りんご三兄弟Ⓡ

キャラクター

ぶどう三姉妹Ⓡ

キャラクター
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３
．
花
き
事
業
の
進
捗
状
況

■
生
産
販
売
状
況

　

花
の
需
要
は
、
盆
、
春
・
秋
彼
岸
な
ど
の

物
日
と
い
わ
れ
る
需
要
期
は
も
ち
ろ
ん
、
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
、
通
常
期
も
個
人
・
家
庭
消

費
が
定
着
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

国
産
花
き
の
生
産
基
盤
が
縮
小
し
て
い
る
こ

と
、
為
替
相
場
の
影
響
に
よ
り
輸
入
切
花
の

コ
ス
ト
上
昇
な
ど
か
ら
、
市
場
へ
の
入
荷
量

が
需
要
を
下
回
る
場
面
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
春
先
の
高
温
か
ら
生
育
が
前
進
し

た
と
こ
ろ
へ
凍
霜
害
が
あ
り
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク

な
ど
で
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
場

の
猛
暑
に
よ
る
生
育
の
前
進
・
短
茎
開
花
・

開
花
遅
延
・
花
ヤ
ケ
等
に
よ
る
ロ
ス
な
ど
の

影
響
が
あ
り
、
暑
さ
対
策
の
重
要
性
を
再
認

識
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

販
売
面
で
は
、
光
熱
費
な
ど
を
中
心
と
し

た
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
を
受
け
、
販
売
提
案

価
格
の
引
き
上
げ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
生
産
者
が
ど
の
よ
う
に
し
て
花
を
生
産

し
て
い
る
か
が
わ
か
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
動

画
付
き
）
を
作
成
し
、
美
し
い
花
の
生
産
背

景
も
付
加
価
値
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

■
花
き
の
重
点
推
進
事
項

⑴
物
流
課
題
対
策
・
コ
ス
ト
低
減
な
ど

　

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
全
県
下
統
一
出
荷
規
格
・
出
荷
容
器
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
出
荷
規
格
の
統
一
に

よ
り
、
系
統
共
販
の
優
位
性
と
も
い
え
る

ロ
ッ
ト
販
売
を
有
利
に
進
め
る
こ
と
、
出
荷

容
器
の
統
一
の
検
討
で
は
パ
レ
ッ
ト
流
通
も

見
据
え
な
が
ら
、
コ
ス
ト
低
減
を
図
っ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
は
5
月
に
大
田
市
場

で
各
産
地
の
商
品
を
比
較
し
、
統
一
し
て
い

く
重
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月

の
合
同
会
議
で
は
、
出
荷
規
格
と
容
器
の
統

一
に
向
け
て
主
要
３
Ｊ
Ａ
が
商
品
を
持
ち
寄

り
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
は
じ
め
切
花
の
結
束

方
法
や
箱
詰
め
方
法
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

来
年
度
の
出
荷
シ
ー
ズ
ン
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
の

あ
る
一
番
花
で
再
度
検
討
を
行
い
、
パ
レ
ッ

ト
流
通
と
コ
ス
ト
低
減
の
か
な
う
新
た
な
箱

を
提
案
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

⑵
生
産
販
売
提
案
の
取
組
み
強
化

　

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
は
出
荷
規
格
統
一
の

成
果
と
し
て
、
主
要
４
Ｊ
Ａ
が
合
同
で
実
需

者
へ
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
需
者
の

一
つ
で
あ
る
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ベ
ジ
ー
ズ
㈱
と

の
取
り
組
み
は
今
年
で
10
年
目
と
な
り
、
合

同
商
談
会
で
は
販
売
提
案
単
価
の
引
き
上
げ

交
渉
を
行
い
、
店
頭
宣
伝
会
に
は
全
農
長
野

と
Ｊ
Ａ
担
当
者
が
販
売
応
援
に
入
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
担
当
者
が
実
需
者

や
店
頭
で
の
消
費
者
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
し
て
も
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

⑶
消
費
宣
伝
事
業
の
展
開

　

7
月
20
日
～
21
日
に
花
き
の
消
費
宣
伝
・

消
費
拡
大
と
、
生
産
者
の
技
術
研
鑽
を
目
的

と
し
て
「
第
53
回
信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
サ

マ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
、
一
般
公

開
を
再
開
し
ま
し
た
。
来
場
者
を
さ
ら
に
増

や
す
こ
と
を
課
題
と
し
、
今
冬
の
「
ウ
ィ
ン

タ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
開
催
に
向
け
て
は
、

事
前
告
知
の
強
化
を
行
う
予
定
で
す
。

作成したパンフレット

カーネーション箱詰検討会議の様子ユナイテッドベジーズ店頭宣伝

信州フラワーショーサマーセレクションの会場
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Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
で
は
、
令
和
5
年

9
月
開
催
の
第
6
回
Ｊ
Ａ
長
野
県
農
政
対
策

会
議
に
お
い
て
、
長
野
県
産
も
ち
米
（
品
種

／
も
ち
ひ
か
り
）を
1
0
0
％
使
用
し
た「
生

切
り
も
ち
消
費
拡
大
運
動
」
に
取
り
組
む
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
Ｊ
Ａ
全
農

長
野
生
活
課
で
は
今
年
度
も

生
切
り
餅
を
「
組
織
重
点
品

目
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
県

下
２
２
，
0
0
0
箱
を
目
標

に
10
月
～
12
月
の
期
間
で
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
令

和
4
年
度
実
績
は
２
1
，

4
2
5
箱
）

　

価
格
は
、
1
，
5
9
0
円

（
税
込
）
と
昨
今
の
諸
経
費

（
運
賃
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
包

材
等
）
高
騰
の
な
か
で
昨
年

よ
り
値
上
げ
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
他
の
餅
製
品
と
比
較

し
て
値
上
げ
幅
を
抑
え
た
設

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
か
ら
新
た
な
取
扱
先
を

選
定
し
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
品
質
等
に
お

い
て
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

長
野
県
産
生
切
り
餅
の
特
長
は

①�

製
造
先
独
自
製
法
の「
二
段
杵
つ
き
製
法
」

と
「
急
冷
製
法
」
に
よ
り
コ
シ
が
強
く
風

味
豊
か
な
お
餅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②�

ひ
と
切
れ
ず
つ
個
包
装
し
て
い
る
た
め
衛

生
的
で
す
。（
1
袋
あ
た
り
19
個
～
20
個

入
り
）

③�

餅
に
切
れ
目
が
入
っ
て
い
る
た
め
、
ふ
っ

く
ら
焼
け
る
だ
け
で
な
く
、
割
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

�

年
末
・
年
始
の
焼
き
餅
、
お
雑
煮
、
お
汁

粉
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
の
お
食
事
で

も
手
軽
に
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
け
ま
す
。

④�

贈
答
用
に
も
適
し
た
化
粧
箱
（
1
ｋｇ
×
2

袋
入
）
で
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
生
切
り
も
ち
消
費
拡
大
運
動
」
は
、

県
内
産
も
ち
米
の
生
産
量
が
減
少
し
た
平
成

26
年
度
～
28
年
度
で
は
「
国
内
産
」
も
ち
米

に
よ
る
取
組
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
29

年
度
以
降
は
「
県
内
産
」
で
再
開
し
、
息
の

長
い
運
動
で
購
入
さ
れ
た
方
々
か
ら
も
高
評

価
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
全
国
的
な
も
ち
米
の
需

給
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
も
の
の
、

県
内
産
は
全
量
県
内
卸
向
け
出
荷
と
県
内
産

指
定
製
品
の
拡
充
を
進
め
て
き
た
経
過
か
ら
、

全
国
情
勢
と
比
べ
る
と
堅
調
に
推
移
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
今
後
も
全
国
的
な
数
量

増
減
等
の
情
勢
に
左
右
さ
れ
る
可
能
性
は

考
え
ら
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
県
内
産
も
ち

米
の
安
定
的
な
需
要
を
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

今
後
も
、
県
内
産
も
ち
米
の
需
給
喚
起
と

消
費
拡
大
を
は
か
り
、
需
給
環
境
に
と
ら
わ

れ
な
い
安
定
的
な
生
産
者
の
所
得
確
保
に

繋
が
る
よ
う
、
J
A
長
野
県
グ
ル
ー
プ
が
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

生
活
部 

生
活
課
の
取
組
み

～
長
野
県
米
消
費
拡
大
運
動
　
生
切
り
餅
の
推
進
に
つ
い
て
～

生活課

切り餅チラシ

4
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長
野
県
農
協
生
活
事
業
推
進
協
議
会
燃
料

専
門
部
会
と
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
10
月
19
日
㈭
、

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野
小
島
田
給
油
所
で
、
Ｓ

Ｓ
（
給
油
所
）
ス
タ
ッ
フ
の
店
頭
接
客
サ
ー

ビ
ス
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
カ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

収
益
の
向
上
、
士
気
高
揚
に
よ
る
長
野
県
Ｊ

Ａ

－

Ｓ
Ｓ
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
に
「
第
45

回
長
野
県
Ｊ
Ａ

－

Ｓ
Ｓ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ

サ
ー
ビ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

2
0
1
8
年
以
来
４
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
晴
天
の
な
か
、

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
県
内
各
地
区
か
ら
８
名
が

出
場
し
、
迎
え
入
れ
か
ら
お
見
送
り
ま
で
の

一
連
の
流
れ
な
ど
を
行
う
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
給

油
に
て
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
設
定
条

件
や
時
間
な
ど
の
な
か
で
、
日
ご
ろ
の
店
頭

で
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
や
知
識
、
技
術
を
競
い

ま
し
た
。

　

各
選
手
と
も
当
日
ま
で
励
ん
で
き
た
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い
笑
顔
の
接

客
サ
ー
ビ
ス
を
披
露
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
コ

ン
テ
ス
ト
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
コ
ン
テ

ス
ト
を
と
お
し
て
、
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
は
か
り
、
お
客
様
の
満
足
度
を
高
め
信
頼

さ
れ
る
Ｓ
Ｓ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

「
第
45
回
長
野
県
Ｊ
Ａ‒

Ｓ
Ｓ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ

サ
ー
ビ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」開
催

大会役員、審査員と選手

開会式で「接客基本用語」を唱和する選手

最優秀賞の村澤留美選手

第45回長野県ＪＡ―ＳＳドライブウェイサービスコンテスト入賞者（敬称略）

賞 ＪＡ名 ＳＳ名 氏名

最優秀賞 みなみ信州 アイロードあなん 村澤　瑠美

優秀賞 全農長野 南信事業所生活課 酒井　達也

優良賞 木曽 大桑 原 　 勇 太

優良賞 ながの アンズロード 柳 澤 　 賢

優良賞 ㈱あぐりライフ信州諏訪 玉川 野田　葉月

開会挨拶をする髙木大会委員長
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Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
課



　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
10
月
18
日
㈬
、
第
76
回

長
野
県
畜
産
共
進
会
肉
豚
の
部
を
松
本
市
の

㈱
長
野
県
食
肉
公
社
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

審
査
に
は
、
県
内
の
養
豚
農
家
か
ら
生
後

1
5
0
日
以
上
1
8
0
日
未
満
の
肉
豚
枝
肉

14
組
28
頭
（
雌
1
頭
、
去
勢
1
頭
／
組
）
が

出
品
さ
れ
、
松
浦
昌
平
審
査
委
員
長
（
長
野

県
畜
産
試
験
場
長
）
を
は
じ
め
5
名
の
審
査

員
が
、
個
体
ご
と
の
優
秀
性
や
組
内
の
相
似

性
な
ど
を
厳
正
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
共
進
会
よ
り
出
品
条
件
と
審
査
基

準
を
変
更
し
、
去
勢
の
部
お
よ
び
雌
の
部
か

ら
個
体
ご
と
の
審
査
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
優
秀

賞
を
3
点
選
抜
し
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
優

秀
賞
は
組
の
部
と
し
て
、
枝
肉
重
量
差
が
審

査
基
準
の
±
5
㎏
以
内
で
、
雌
去
勢
と
も
に

斉
一
性
が
高
く
品
質
も
優
秀
な
枝
肉
1
組
を

選
抜
し
ま
し
た
。

　

特
別
優
秀
賞
な
ら
び
に
県
知
事
賞
に
選
ば

れ
た
㈲
大
北
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
馬
ア
ル
プ

ス
農
場
（
Ｊ
Ａ
大
北
）
の
枝
肉
は
、雌
・

去
勢
の
部
と
も
に
優
秀
賞
に
は
選
抜

さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
モ
モ
の
厚
み
、

脂
肪
付
着
も
均
一
で
、
全
体
的
に
体

形
が
揃
っ
た
優
秀
な
枝
肉
の
た
め
特

別
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
優
秀

賞
は
別
表
の
と
お
り
6
頭
が
入
賞
し

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
表
彰
式
や
枝
肉
見
学
を
長
ら
く

中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら

再
開
し
ま
し
た
。
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
畜

産
担
当
者
、
長
野
県
の
家
畜
保
健
衛

生
所
職
員
な
ど
多
く
の
関
係
者
が
参

加
し
、
養
豚
農
家
か
ら
は
日
頃
の
飼
養
管
理

や
出
荷
適
齢
期
を
見
極
め
る
技
術
の
難
し
さ

を
感
じ
る
な
ど
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
豚
熱
の
影
響
で
養

豚
生
産
者
の
交
流
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
技
術
交
流
な
ど
良
い
情
報
交
換
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

畜
産
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
に
よ
り
飼
料
原

料
の
国
際
的
な
競
合
や
、
穀
物
価
格
の
高
騰
、

ま
た
、
円
安
や
原
油
高
な
ど
様
々
な
情
勢
が

起
因
し
て
飼
料
コ
ス
ト
が
依
然
高
値
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
生
産
コ

ス
ト
の
高
騰
に
伴
う
価
格
上
昇
に
つ
い
て
、

理
解
醸
成
活
動
お
よ
び
消
費
拡
大
の
Ｐ
Ｒ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
畜
産
酪
農

課
で
は
県
内
で
生
産
さ
れ
る
安
全
で
安
心
な

お
い
し
い
信
州
産
肉
豚
の
生
産
基
盤
を
維
持

し
、
農
家
の
経
営
安
定
と
、
よ
り
一
層
の
品

質
向
上
、
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

第
76
回
長
野
県
畜
産
共
進
会（
肉
豚
の
部
）

　

～
Ｊ
Ａ
大
北・（
有
）大
北
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
馬
ア
ル
プ
ス
農
場
が
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
～

枝肉審査の様子

特別優秀賞を授与する小林畜産酪農課長

第76回長野県畜産共進会（肉豚の部）入賞者　　　　　　　（敬称略）
賞 ＪＡ名 受賞者名

特別優秀賞
（県知事賞）

組の部 大北
(有)大北アグリサポート白馬 

アルプス農場

優秀賞

雌の部
みなみ信州 本村隆雄
みなみ信州 (農)ＳＰＦこがねや第二農場
みなみ信州 (有)クリーンポーク豊岡

去勢の部
上伊那 ウエムラファーム

みなみ信州 (農)ＳＰＦこがねや第一農場
松本ハイランド (有)岩垂原エスピーエフ農場
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畜
産
酪
農
課



　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
畜
産
酪
農
課
と
米
穀
課
は

10
月
15
日
㈰
、
長
野
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

で
行
わ
れ
た
「
第
33
回
テ
レ
ビ
信
州
キ
ッ
ズ

R
U
N
!!
2
0
2
3
」
に
協
賛
し
、
副
賞
と

参
加
賞
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
「
子
供
た
ち
に
全
県
規
模
の

大
き
な
大
会
を
き
っ
か
け
に
、
将
来
ア
ス

リ
ー
ト
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
思
い
で
始
ま
り
、
駅
伝
や
ス
ケ
ー
ト
、

野
球
な
ど
の
各
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
す
る
選
手

を
輩
出
し
て
い
る
レ
ー
ス
で
す
。
県
内
各
地

か
ら
6
2
0
名
の
小
学
生
が
集
ま
り
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

畜
産
酪
農
課
は
、
参
加
賞
と
し
て
「
信
州

ポ
ー
ク
の
豚
汁
」
を
選
手
に
振
る
舞
い
ま
し

た
。
小
雨
が
降
る
肌
寒
い
天
気
の
な
か
「
温

か
く
て
お
い
し
い
」「
走
っ
て
お
腹
が
空
い

た
」
と
お
か
わ
り
す
る
選
手
も
い
ま
し
た
。

　

米
穀
課
は
新
米
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
い
、

「
た
く
さ
ん
食
べ
て
ね
」
と
声
を
か
け
な
が

ら
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
応
募
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
・
２
年
生
の
部
に
特
別
協
賛
し
、

副
賞
と
し
て
１
位
～
３
位
の
選
手
に
「
信
州

プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
・
信
州
ポ
ー
ク
の
す
き
焼

き
・
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
セ
ッ
ト
」、
４
位
～
８

位
の
選
手
に
長
野
米
「
パ
ー
ル
の
煌
め
き
」

と「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
・

ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ト
」
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

畜
産
酪
農
課
と
米
穀
課
は
、
信
州
の
農
畜

産
物
に
生
産
者
の
想
い
を
の
せ
て
信
州
産
ブ

ラ
ン
ド
を
Ｐ
Ｒ
し
、
消
費
拡
大
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

第
33
回
テ
レ
ビ
信
州
キ
ッ
ズ
R
U
N
!!
２
０
２
３

～
未
来
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
信
州
ポ
ー
ク
と
長
野
米
で
応
援
～

豚汁の振る舞い

新米のサンプリング

子どもたちに大人気のリッキーも登場「JA 全農長野」の表記がある1・2 年生のゼッケン

副賞を贈呈する畜産酪農部の井出部長
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畜
産
酪
農
課
・
米
穀
課



　

Ｊ
Ａ
全
農
と
大
手
食
品
・
飲
料
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
構
成
す
る

ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
は「
り
ん
ご
三
兄
弟
」

を
使
っ
た
９
商
品
を
発
売
し
ま
し
た
。
発
売
に
先
立
ち
10
月
20

日
㈮
に
関
係
者
が
長
野
県
の
阿
部
守
一
知
事
を
表
敬
訪
問
し
、

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
と
商
品
説
明
を
行
い
ま
し
た
（
＝
表

紙
上
）。

　

全
農
の
桑
田
義
文
専
務
は
「
晩
生
種
の
サ
ン
ふ
じ
に
つ
な
げ

る
早
生
か
ら
中
生
種
の
数
量
が
増
え
て
い
な
い
。
産
地
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
は
、
サ
ン
ふ
じ
ま
で
の
品
種
の
つ
な
が
り
が
大

切
だ
と
聞
き
、
各
メ
ー
カ
ー
に
声
を
か
け
た
」
と
言
い
、「
こ

の
活
動
で
生
産
者
が
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
こ
ん
な
に

う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
運

営
委
員
会
の
神
農

佳
人
会
長
は
「
こ
の

商
品
を
起
爆
剤
と

し
て
長
野
県
の
リ

ン
ゴ
を
さ
ら
に
広

め
て
い
き
た
い
」
と

期
待
し
ま
し
た
。
阿

部
知
事
は
「
各
食
品

製
造
業
の
皆
様
が

一
致
団
結
し
て
結

集
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
は
大
変
あ

り
が
た
い
。
様
々
な

県
産
農
産
物
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
連
携
し
て
販
路
拡
大
を

進
め
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

一
行
は
前
日
の
19
日
㈭
、
長
野
市
の
り
ん
ご
圃
場
を
視
察
し

収
穫
を
体
験
し
ま
し
た
。
桑
田
専
務
は
「
園
主
か
ら
し
っ
か
り

売
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
期
待
に
応
え
た
い
」
と
力

を
込
め
ま
し
た
。
20
日
午
前
に
は
長

野
県
果
樹
試
験
場
を
訪
ね
、
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。
笹
脇
彰
徳
場
長
は

「
大
切
に
育
成
し
て
き
た
り
ん
ご
三

兄
弟
を
商
品
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
ら
の
商
品
で
果
物
の
名
前
が
広

く
知
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
は
あ
り
が

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
協
議
会
」
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
と
メ
ー

カ
ー
・
販
売
先
が
一
緒
に
な
っ
て
、

商
品
を
通
じ
、
産
地
を
応
援
し
て
い

こ
う
と
い
う
活
動
で
、
全
農
と
企
業

が
同
じ
テ
ー
マ
で
商
品
を
開
発
・
販

売
し
、
と
も
に
Ｐ
Ｒ
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
す
る
こ
と
で
産
地
応
援
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
「
長

野
県
産
り
ん
ご
三
兄
弟
」
は
、
第
1

弾
の
宮
崎
県
産
日
向
夏
に
つ
づ
く
第

2
弾
で
す
。

「
り
ん
ご
三
兄
弟
」お
菓
子
や
お
酒
の
新
商
品
発
売

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
き
の
こ
専
門
委
員
会
は
11
月
10
日

㈮
、
11
月
11
日
の
「
長
野
県
き
の
こ
の
日
」
に
合
わ

せ
て
き
の
こ
を
食
べ
る
機
会
を
増
や
し
て
も
ら
お
う

と
、
長
野
市
の
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
前
で
き
の
こ
を
配
布
し

ま
し
た
。

　
「
長
野
県
き
の
こ
の
日
」

に
ち
な
み
、
え
の
き
た
け

と
ぶ
な
し
め
じ
、
な
め
こ
、

エ
リ
ン
ギ
を
合
計

1
1
1
1
個
配
り
ま
し
た
。

　

レ
シ
ピ
や
ス
ー
プ
の
素

を
手
渡
し
、
き
の
こ
の
食

べ
方
を
提
案
。
き
の
こ
の
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
に
つ

い
て
も
理
解
を
促
し
ま
し
た
。
受
け
取
っ
た
70
代
の

女
性
は
「
毎
日
き
の
こ
を
食
べ
て
い
ま
す
。
早
速
夕

食
に
使
い
た
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

同
専
門
委
の
佐
々
木
真
委
員
長
は
「
生
産
に
使
う

培
地
や
燃
料
は
も
ち
ろ
ん
、
包
材
、
段
ボ
ー
ル
箱
ま

で
、
全
て
の
コ
ス
ト
が
上
が
っ
て
い
る
が
価
格
に
転

嫁
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
。
需
要
が
高
ま
り
、
引

き
合
い
が
あ
れ
ば
市
場
価
格
も
上
が
る
の
で
、
た
く

さ
ん
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
長
野
県
き
の
こ
の
日
」盛
り
上

げ
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
専
門
委
員
会

Ｊ
Ｒ
駅
前
で
き
の
こ
を
配
布

19日の圃場視察で説明する園主のJAながの金箱文夫リンゴ部会長（右）
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果
実
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課



　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
大
阪
販
売
事
務
所
は
10
月
30

日
㈪
、
関
西
方
面
花
き
取
引
市
場
７
社
と
全
農

長
野
が
構
成
す
る
京
阪
神
地
区
信
州
花
き
販
売

推
進
協
議
会
の
活
動
と
し
て
、
近
畿
大
学
の
学

生
を
対
象
に
花
に
関
す
る
意
識
調
査
と
長
野
県

産
花
き
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

学
校
法
人
近
畿
大
学
の
協
力
の
下
、
同
大
学

東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
講
義
室
を
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
お
借
り
し
、
大
学
生
の
若
い

皆
さ
ん
が
「
花
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
形
式
で
調
査
し
ま
し
た
。
協
力
い
た
だ
い
た

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
県
産
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

と
ユ
ー
カ
リ
を

使
っ
た
花
束
と

県
産
り
ん
ご
果

汁
1
0
0
%

ジ
ュ
ー
ス
、
県

産
花
き
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
、

長
野
県
で
栽
培

さ
れ
て
い
る
花

き
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は

夕
方
の
1
時
間

行
い
30
名
の
来

場
を
予
定
し
て

50
名
分
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
用
意

し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
い
た

だ
き
、
用
意
し

た
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
30
分
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
花
を
贈
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
」と
の
質
問
に
、「
母
の
日
に
贈
っ
た
」

「
卒
業
の
際
、
担
任
の
先
生
に
贈
っ
た
」
と
回

答
す
る
学
生
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
今

回
得
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
内
容
を
分
析

し
、
今
後
の
消
費
宣
伝
に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
回
の
活
動
は
協
議
会
員
で
あ
る
市
場
の

方
々
も
大
い
に
手
応
え
を
感
じ
て
お
り
、
今
後

も
同
大
学
と
連
携
し
、
花
き
の
消
費
宣
伝
活
動

を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

近
畿
大
学
で
花
の
意
識
調
査
と

県
産
花
き
の
Ｐ
Ｒ

虹
の
花
束
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
３ 

開
催

　

11
月
７
日
㈫
に
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
、
23

日
㈭
に
長
野
県
県
民
文
化
会
館
で
虹
の
ホ
ー
ル

グ
ル
ー
プ
の
９
Ｊ
Ａ
＊

主
催
に
よ
る
「
虹
の
花
束

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
コ
ン
サ
ー

ト
に
は
、
グ
リ
ー
フ
サ
ポ
ー
ト
の
一
環
と
し
て

「
ご
遺
族
の
心
に
寄
り
添
う
時
間
を
提
供
す
る
こ

と
」
を
目
的
に
、
令
和
４
年
度
に
Ｊ
Ａ
虹
の
ホ
ー

ル
で
葬
儀
を
さ
れ
た
ご
遺
族
を
招
待
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
挟
み
４
年
ぶ
り
10
回
目
の
開
催
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
松
本
会
場
５
３
８
名
と
長

野
会
場
７
０
２
名
、
合
計
１
，
２
４
０
名
の
ご

来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
長
野
県
出
身
の
深
沢
雅
美
さ
ん

（
ピ
ア
ノ
）、
宮
岡
由
美
子
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）、
小
山

弦
太
郎
さ
ん
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）、
山
内
俊
輔
さ
ん

（
チ
ェ
ロ
）
の
４
名
が
、
カ
ッ
チ
ー
ニ
の
「
ア
ヴ
ェ
マ

リ
ア
」
な
ど
13
曲
を
演
奏
。
ア
ン
コ
ー
ル
の
「
上
を
向

い
て
歩
こ
う
」
で
は
、
来
場
者
が
演
奏
に
合
わ
せ
て
歌

い
、
温
か
な
音
楽
の
調
べ
が
会
場
を
包
み
ま
し
た
。

　

閉
演
後
は
来
場
者
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
・
ご
協
賛
い
た
だ

い
た
関
係
Ｊ
Ａ
・
関
係
会
社
の
皆
様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

県内出身の演奏者

プレゼントのカーネーションを受け取る来場者

＊
主
催
９
Ｊ
Ａ

Ｊ
Ａ
長
野
八
ヶ
岳
、
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
（
㈱
Ｊ
Ａ
サ
ー
ビ
ス
）、
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
（
㈱
あ
ぐ
り

ラ
イ
フ
信
州
諏
訪
）、
Ｊ
Ａ
木
曽
、
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
、
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
、
Ｊ
Ａ
大
北
、

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野
、
Ｊ
Ａ
な
が
の
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生
活
課
・
㈱
長
野
エ
ー
コ
ー
プ
サ
プ
ラ
イ

大
阪
販
売
事
務
所



　

今
年
は
夏
場
か
ら
の
異
常
な
暑
さ
が
続
き
ま
し
た

が
、11
月
も
半
ば
に
な
り
よ
う
や
く
冬
型
の
気
圧
配
置

と
な
り
ま
し
た
。浅
間
山
の
初
冠
雪
は
平
年
に
比
べ
て

13
日
遅
か
っ
た
も
の
の
、空
気
が
澄
み
冠
雪
し
た
山
々

と
青
空
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
れ
ば「
い
よ
い
よ
冬
が

来
る
」と
感
じ
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
、ま
た
補
正
予
算
に
な
ど

つ
い
て
は
政
府
・
与
党
に
お
け
る
議
論
が
活
発
化
し
て

き
て
お
り
ま
す
。J
A
グ
ル
ー
プ
で
は「
食
料
安
全
保

障
の
強
化
」「
再
生
産
に
配
慮
し
た
適
正
な
価
格
形
成

の
仕
組
み
の
具
体
化
」「
農
業
の
持
続
的
な
発
展
」の

３
点
を
重
点
要
請
事
項
と
し
、今
後
の
農
業
政
策
の
確

立
に
向
け
た
関
連
予
算
の
万
全
の
確
保
、ま
た
、食
料

安
全
保
障
強
化
政
策
大
綱
へ
の
反
映
な
ど
に
向
け
対

応
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、全
中
会
長
が
茂
木
守
会

長
で
あ
っ
た
お
よ
そ
10
年
前
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
端
を
発
す
る
、

世
界
の
食
料
需
給
逼
迫
と
日
本
の
食
料
自
給
率
論
議

の
中
で「
農
は
国
の
基（
も
と
い
）で
国
民
の
礎
で
あ

る
」、つ
ま
り
国
の
基
で
あ
る
農
を
再
生
さ
せ
、日
本
人

の「
食
」
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
に
は
、農
業
生

産
額
と
農
業
所
得
を
増
大
さ
せ
て
農
業
・
農
村
を
元
気

に
す
る
こ
と
が
必
要
と
す
る
も
の
で
す
。今
日
、ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
に
よ
る
Ｉ
Ｔ・Ｄ
Ｘ
等
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

加
速
、地
政
学
的
リ
ス
ク
の
高
ま
り
な
ど
を
踏
ま
え
れ

ば
、「
農
は
国
の
基
で
国
民
の
礎
で
あ
る
」
と
し
た
基

本
的
な
考
え
方
は
、現
下
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
り
前

述
の
J
A
グ
ル
ー
プ
重
点
要
請
に
も
通
じ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

今
月
は
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、筆
者
は
こ
の
手
の
話
を
す
る
と
き
宮
崎
駿
監
督

の「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」で
シ
ー
タ
が
言
う
「
人
は
、

土
か
ら
離
れ
て
は
生
き
ら
れ
な
い
の
よ
！
」と
い
う
セ

リ
フ
が
思
い
浮
か
ん
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。�

（
I
）

令和5年度10月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

（単位：百万円、％）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

生 産 振 興 課 0 0 0 

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 112 87 94 

生 産 振 興 部 計 112 87 82 

米 穀 9,663 95 102 

果 実 花 き 34,848 106 105 

野 菜 き の こ 59,331 93 108 

営 業 10,518 90 107 

生 産 販 売 部 計 114,360 97 106 

包 装 資 材 5,806 103 109 

生 産 資 材 5,211 96 79 

農 業 機 械 3,837 95 100 

施 設 住 宅 5,612 125 134 

生 産 購 買 部 計 20,466 104 103 

畜 産 酪 農 18,696 102 105 

三 岳 牧 場 167 109 103 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 165 92 94 

八 ヶ 岳 牧 場 162 107 134 

畜 産 酪 農 部 計 19,190 102 105 

燃料・ホームエネルギー 14,308 101 98 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 4,521 112 103 

生 活 5,311 107 102 

生 活 部 計 24,140 104 100 

長 野 県 本 部 計 178,261 99 105 
（内部販売高含む）

編 

集 

後 

記

12月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

12/27（水）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

農業機械課

グリーンレーダー
WEB版はこちら

グリーンレーダー
X（旧ツイッター）はこちら

■材料（4人分）

・ヨーグルト�  200g
・キムチ�  200g
・お好きなキノコ�  200g
・木綿豆腐�  150g
・ごま油�  大さじ1
・水�  300ml
・鶏がらスープの素�  小さじ1.5
・塩コショウ�  適量

①�キノコと豆腐を食べやすい大きさに切る
②�鍋にごま油をひき、キノコ、豆腐、キムチを炒める。
③�②に水300ml、ヨーグルト200g、鶏がらスープの素小さじ
1.5を加える。
④塩コショウで味を調えたら完成

＊�酸味の効いたまろやかキムチスープ！旬のきのこをたっぷり使用
しています。

＊�ヨーグルトを入れることで辛さがマイルドになり、お子様もおいしく食べられます。

たっぷりキノコの
まろやかキムチスープ

第39回牛乳・乳製品利用料理コンクール長野県大会
優良賞（長野県牛乳普及協会長賞）

10



JA 全農長野ホームページ� https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� https://www.ja-town.com

グ
リ
ー
ン
レ
ー
ダ
ー
12
月
号
（
毎
月
発
行
）
　
2
0
2
3
年
11
月
20
日
発
行
　
第
5
3
5
号

発
行
／
J
A
全
農
長
野
　
長
野
市
大
字
南
長
野
北
石
堂
町
1
1
7
7
番
地
3
　
発
行
人
／
嶌
田
武
司
　
印
刷
／
P
O
印
刷
株
式
会
社
　
長
野
市
青
木
島
3
丁
目
3
番
地
3


